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広報あらお

★荒尾市強調月間★

9月は
「老人敬愛の月」

◤おもな内容　　m a i n  c o n t e n t s

学校通信 2
まちの話題 3

「荒尾マジャク釣り大会」レポート 5
保健・健康 6
子育てのひろば 8
特集「広報あらお 67 年間の軌跡」 10
市民病院からのお知らせ 16
あらおのいきいき企業 17
男女共同参画計画施策実績報告 18
もっと知ろう障がい福祉 Vol.10 19
くらしの情報 20
試験・募集・イベント 25
はじめての HAPPY BIRTHDAY など 29
図書館情報 30
文化センター情報 31
相談の窓口など 32
あらおカレンダー 35

昨 年度から「貢献」をキーワードに、「地域学校協働活動」
を広げ、地域と学校、子どもたち、保護者、地域住

民の、さらなる関係構築を目指しています。その最たる行
事が「音と光の祭典」です。６年生が企画段階から「参画」し、
地域と学校、子ども達が「協働」でイベントを盛り上げて
います。積極的に参加し、話し合いながら自らの判断で行
動する子どもたちの姿を各所で見ることができ、地域住民
との関わりの中で社会性を身に付けていることが伺えます。
この取り組みが、故郷への愛情を育むことにもつながると
確信しています。
　また、本校は「学びのスタンダード」の確立と実践により、
学力向上に取り組んでいます。学習者が、対話の中で主体
的に学び合うスタイルで授業を展開していて、児童の意欲
や達成感も高まっています。
　地域と学校との協働活動と、話し合いを通して主体的に
学びあうことによる学力向上に取り組むことで、子どもた
ちは新しい時代を切り拓いていく力を育んでいきます。

まちの話題

市民の誇り『荒尾干潟』を清掃
 ～くまもと・みんなの川と海づくりデー～

▶
清
掃
活
動
に
汗
を
流
す
参
加
者
た
ち

　「海の日」であるこの日、ラムサール条約湿地
に登録されている荒尾干潟の蔵満海岸で清掃活
動を実施しました。
　午前 7 時 30 分から、市内の企業、各種団体
や一般からの参加者約 500 人が集まり、1 時間
程度、海岸に漂着しているごみの回収を行いま
した。九州北部豪雨の影響で多くの流木が打ち
上げられている中、参加者は空き缶やペットボ
トルなどのごみを集め、燃えるごみ 760kg、燃
えないごみ 300kg を回収しました。

7/17

市民に信頼される市政を目指して
～行政改革推進審議会～
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　市の行政改革を推進するための基本方針であ
る「第 4 次荒尾市行政改革大綱」の計画期間が
平成 26 年度末で終了したため、新たな大綱の策
定を、経済団体や学識経験者などで構成する「荒
尾市行政改革推進審議会」に諮

し も ん

問しました。
　審議会では今後、市のあるべき姿を原点から
見つめ直し、市職員としての使命や価値観など
の基盤となる「経営理念」や、より良い市民サー
ビスを生み出すための経営力の強化などを検討
し、平成 30 年度中に答申を行う予定です。

7/19 7/28 私たちの身近にすむ生き物を調べる
　　　　　　　　　　　　　～生物教室～

　岩本橋付近の関川で生物教室を開催しました。
荒尾市、南関町、大牟田市の子どもたち39人が
参加し、川底にいるカワゲラやトビケラなどの水
生生物を捕まえ、分類を行いました。
　また、水の色、臭いの確認や試薬を使った水質
検査などで川の水の環境評価も行い、「親しめる
水環境」という結果になりました。「普段見ない虫
がたくさんいるのに驚いた」、「川にごみや洗剤を
流さないようにしようと思った」など、子どもた
ちは環境について関心を強くしていました。
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▲昨年の「音と光の祭典」で、作業に取り組む６年生。ことしは、
9 月 30 日㈯に実施されます。子どもたちのはつらつとした協働
の姿と、音と光の幻想世界を楽しんでください

▲学びのスタンダード。児童が授業のコーディネーターとして活動
しています

今月は「一小」 からのお便りです

　6 月 19 日に 100 歳の誕生日を迎えられまし
た。魚釣りが子どもの頃から好きで、結婚して
からは夫と一緒に行っていたそうです。バイク
の免許を 40 代で取得し、62 歳で一度返却しま
したが、86 歳で再取得。その後 3～ 4 年乗って
いました。得意のゲートボールでねんりんピッ
クの県代表にもなりました。「悪いことを考え込
まないこと」が長生きの秘訣だそうです。

100 歳
おめでとうございます

奥
おくぞの

薗小
こ あ き

秋さん（新生西）
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